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会長挨拶  鈴木 光一 会長 

本日のお客様の紹介を致します。第２５３０地区ガバナー 芳賀 裕 様、地

区副幹事 新妻 和雄 様、県北第一分区ガバナー補佐 遊佐 金一 様、分区

幹事 内藤 哲太郎 様、です。 

当クラブの大橋廣治 PG よりコメントをお預かりしておりました。「大変お世話

になっております。ガバナーのご来訪心待ちにしておりましたが、出席叶わず申

し訳ございません。」宜しくお伝えくださいとのことでした。 

台風１９号による当クラブでは大きな被害を受けた方はおらなかったようでし

たが、福島成蹊高校のインターアクト顧問の鈴木智美先生の方に被害についての

報告を依頼しましたら、生徒さんの中で自宅が土砂崩れで全壊した方や床上浸水で制服やジャージ・教科書が流され

てしまった生徒、交通事情や障害で登校できない生徒がいるようです。 

10 月 20 日の猪苗代湖水草回収奉仕作業に成蹊高校ＩＡＣと一緒に奉仕作業に参加されました会員の皆様ご苦労さ

までした。今回は波がありドンドン水草が岸に流れて来て、取っても取っても取り切れないくらいでした。近年生活

排水など水の汚れが原因で水草が増えてきたとのことでした。我々人間の豊かな生活が自然界を少しずつ壊している

のでしょうか。交換留学生のミゲル君も水草の回収を一生懸命やっている姿が目にとまりました、水草回収作業後の

昼食は菅野幹事のお店「花洛」で美味しい料理を頂きＩＡＣ生、参加会員の皆様と楽しい一時を過す事が出来ました。 

ガバナースピーチ 芳賀 裕 第 2530 地区ガバナー 

冒頭、M.D.マローニーRI 会長エレクト（講演当時。現 RI 会長）のテーマ講演

の映像の紹介がありました。4つの活動指針、①「ロータリーを成長させること」、

②「家族」、③「忙しく仕事をしているロータリアンにもリーダーとなるための

道を開く」、④「持続可能な開発目標」が強調事項として示され、「ロータリーを

通じて私たちはつながる」「ロータリーは世界をつなぐ」というテーマが強調さ

れていました。 

ガバナーからのスピーチでは、親睦、高潔性、多様性、奉仕、リーダーシップ

という中核的価値観が、ロータリアンが共通して身につけるべきもの、と教えら

れていました。会社でも 30 年続けば大成功と言われる中で、ロータリークラブが 1905 年の創立以来 110 年以上にわ

たって続いているのは、ロータリーの奉仕の理念、目的、四つのテストに表される価値観が、普遍的な価値を持ち得

━ 例 会 予 定  ━ 

・11 月 13 日(水)移動例会 四季茶寮 花洛 

・11 月 20 日(水)ゲストスピーチ 

■クラブ関連行事 

・11 月 8 日(金)防火パレード 

・11 月 20 日(水)福島成蹊高校ＩＡＣ例会 

■地区・その他行事 

 ・11 月 10 日(日)地区補助金セミナー 

 ・11 月 21 日(木)ガバナー歓迎晩餐会 ウエディングパレスかねすい 

 ・11 月 23 日(土)新世代会議（当クラブホスト）福島成蹊高等学校 
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例会場：クーラクーリアンテ (旧ｻﾝﾊﾟﾚｽ福島) 〒960-8101 福島県福島市上町 4-30 TEL:024-523-3811(代) FAX:024-523-0375 

11 月 6 日(水)の例会プログラム  

1.開会点鐘  2.国歌斉唱 

3.ロータリーソング 4.四つのテスト 

5.来訪者紹介と会長挨拶 

6.米山奨学金授与 

7.交換留学生へお小遣い 8.誕生祝い 

9.ロータリーの友読みどころ 

10.お食事をどうぞ､スマイリング報告 

11.幹事報告  12.閉会点鐘 

ているからと思われます。 

また地区活動目標、①人々が手を取り合うのを促そう、②行動しよう、③ロータリー賞へ全クラブで挑戦しよう、

④あの時(2011.3.11)、これまで、そして未来を考えよう、が紹介され、このうち特に④に時間がさかれ、大震災から

我々が何を得て、何を伝えたいのかを考えよう、ということが強調されていました。最後に「人間が成し遂げたあら

ゆる業績の中で、最も素晴らしいものは、心と頭と手を完璧なまでに結集した努力の賜物である」という創立者ポー

ル・ハリスの言葉が紹介され、地域を変える、世界を変える行動人になろう、そしてこのような集まりの中にいるこ

とを誇りに思いましょう、という内容で締めくくられました。 

例会終了後、ガバナー及び同行者の方々を交え、会場 1 階正面の階段で記念写真を撮影しました。 

 

 ガバナー公式訪問クラブ協議会 報告 

例会前、芳賀ガバナーをお迎えしてクラブ協議会を行いました。各クラブから活動状況の報告がされ、芳賀ガバナ

ーからは各クラブそれぞれについて、力強い励ましのお言葉を頂きました。 

・会員スピーチ、全員とはいかないが欠席がちの人や人生の先輩、新会員等のスピーチ時間を多めにとってほしい。・

カウンセラー制度は有意義で続けてもらいたい。・家族を大切に。これはＲＩ会長の方針でもある。家族も参加できる

奉仕活動をお願いしたい。・重要な情報は My Rotary に掲載されるので登録進めてほしい。・Ｗｅｂサイトの重要性増

しているので活用して。・スマイリングＢＯＸのメッセージは大切な交流の場になります。・職業奉仕とは自分をみが

き、職業をみがき、もって社会に奉仕するものです。・地区で今何が必要とされているかを考える必要。単純な前年踏

襲にならないように。 

（出席：芳賀ガバナー/遊佐ガバナー補佐/新妻地区副幹事/内藤分区幹事/会長/幹事/松﨑会長エレクト/野地 PG/各クラブ代表） 

 


